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ボランティアハウス・ふくまの月替わり

作品展に、お越しください。

◆ 半蔵人形展（原田彪
たけし

さん）

押し花風景画展（寺嶋美千代さん） ◆

展示：３月３日（木）～３月２８日（月）

開館時間　１０：００～１８：００

休 館 日 日・水曜日

問い合わせ ボランティアハウス・ふくま　

☎４２・９０７１
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育ちゃん

郷ちゃん

「郷育」の「郷」は、ふるさと
や地域、自分たちの住んでい
るところと考えています。そし
て「育」は、その地域によって
育てられ、また地域を育てて
いく姿をイメージしています。

郷育推進課　☎５２・４９６９

vol.７３

追加募集中！！！

郷育カレッジ生

新成人のつどい新成人のつどい新成人のつどい新成人のつどい福津市福津市

～ でっかくいくぜよ 我らの世紀を ～～ でっかくいくぜよ 我らの世紀を ～
み  ち

１月９日(日)市中央公民館で、「新成人のつどい」（実行委員長　白石
達也さん）が行われました。
記念式典の後に、恩師からのビデオレターの上映、出身中学校校区ご

との記念写真の撮影があり、懐かしい友だちや恩師との再会に、和気あ
いあいの集いとなりました。アトラクションでのダーツゲームでは、ダ
ーツが的に当たるたびに一喜一憂の声が上がりました。

日曜日の朝、毎月１回、午前８時から始まる松林保全活動は、宮司
地区から集まったメンバー同士の快活なあいさつで始まる。松林保全
に関わる理由の根底には、人それぞれの思いがある。その思いが松林
に集まり、少しずつ松林がきれいになっていく様子をみんなで喜ぶ。　
あつい思いと喜びが原動力になっている松林保全活動。福津の景観

を彩る「松林」は、このようなあつい思いを持つ人たちの手によって
守られながら、魅力を放っている。「自分たちができることをやって
みることが大切ですね。白砂青松は１０年２０年のことではない。

１００年かけてでも」と宮地浜の
松原整備・保全活動担当の安岡忠
義さんは言う。
私は、「白砂青松」という目標に

向かって行っている松林保全活
動のように、夢だけを語るので
はなく“自分たちができること”
を実践してみること、それが夢に
近づく第一歩だと深く感じた。

（宮川果鈴） 

広報ふくつおしらせ版１月１５日号の２月カレンダーにおいて、２月２０
日（日）開催の「郷育カレッジ祭」が、誤って２月１３日（日）開催予定となっ
ておりました。おわびし、訂正します。

１月９日、私たち５２８人は成人式を
無事に迎えることができました。久しぶ
りに仲間たちと会って、すごく楽しい時間
を過ごすことができました。これは、みん
なが感じてくれたことだと思います。私た
ちは、２０世紀と２１世紀を１０年づつ
生きてきた世代で、これから大変なことも
あると思いますが、自分たちの世紀

み ち

をし
っかりと歩んでいき、お世話になっている
福津市に恩返ししていこうと思います。
今まで、私たちを育ててくれた親や先生
方。また、私たちの成人式にご尽力くだ
さいました郷育推進課の皆さん。ありが
とうございました。「Now Here No
Where」今ここというものはどこにもな
い。だから、今を自分の力で、ときにはみ
んなと協力していきます。この気持ちを
忘れずに、今まで生きてきたように、全力
で走っていきたいと思います。ありがとう
ございました。

今月は成人式実行委員会の皆さんです

ごういくびと

宮地浜松林保全、白砂青松を目指して、
自分たちができることを実践

祭祭祭祭
日時 ２月２０日（日）　１０:００～１３:００
会場 ふくとぴあ１階　健康プラザ
内容 ・勝浦小アンビシャス剣詩舞会の「吟剣詩舞」

・粗忽家酔
そこ つ や よ い

書
しょ

さんの落語と紙切り
・福岡教育大学ストリートダンスサークルの
ヒップホップダンス
・地元で生まれ育った人たちで福津の今昔を語り合う「福津言い
たか放題」
・スタードームで星空ウォッチング

▲勝浦小アンビシャス剣詩舞会

粗忽家酔書さん▼


